
し
り
と
り
で
つ
な
ぐ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

せ
ん
だ
い 

↓ 

い
が
ら
し
み
き
お

８

　

本
丸
か
ら

再
び
大
手
門

を
く
ぐ
っ
て
東
へ
下
る
と
、
右
手

（
南
）
に
見
え
る
の
が
仙
台
城
東

ひ
が
し

丸ま
る

（
三
の
丸
）
で
す
。
現
在
は
仙
台
市

博
物
館
が
あ
り
、
こ
こ
で
ご
紹
介
し

た
仙
台
城
や
城
下
町
の
歴
史
を
ひ
も

と
く
品
々
を
数
多
く
展
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
博
物
館
で
仙
台
の
歴
史
を

た
ど
る
旅
の
続
き
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

さ
て
、
次
回
は
「
大
橋
」
の
「
し
」

で
つ
な
が
る
お
話
を
。
ど
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
登
場
す
る
の
か
、
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
。 

画
面
に
描
か

れ
、
広
間
の

各
所
に
金
色

の
金
具
が
飾

ら
れ
た
華は

な

や

か
な
建
物
で

し
た
。

▲慶応元年城下図屛風（大橋部分）
仙台市博物館蔵

仙台市政だより　令和３年（2021 年） ５月号

る
人
々
が
住
み
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
大
町
を
通
る
大お

お
ま
ち
ど
お
り

町
通

と
、
城
下
で
一
番
大
き
な

道
で
あ
る
奥お

う
し
ゅ
う
か
い
ど
う

州
街
道
が
交

わ
る
場
所
が
芭ば

し
ょ
う蕉
の

で

仙
台
市
博
物
館
学
芸
員
　
菅
原
美
咲

　
広
瀬
川
に
か
か
る
「
大
橋
」
は
、

仙
台
市
博
物
館
の
一
番
近
く
に
あ
る

橋
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
仙
台
城

と
城
下
町
を
つ
な
ぐ
最
も
大
き
な
橋

で
、
そ
の
長
さ
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
も
あ
り
ま
し
た
。
大
橋
は
、
昭

和
13（
１
９
３
８
）
年
に
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
橋
に
な
り
、
80
年
以
上

を
経
た
現
在
も
、
川
内
と
市
街
地
を

結
ぶ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

大
橋
を
は
じ
め
、
仙
台
城
や
城
下

町
に
は
大
き
な
も
の
や
名
前
に

「
大・
」
が
つ
く
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
大
橋
か
ら
江
戸

時
代
の
仙
台
の
城
と
町
の
歴
史
を
め

ぐ
る
旅
に
出
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

大
橋
を
出
発
し
、
東
に
進
む
と
、

「
大・
町
」が
見
え
ま
す
。
こ
こ
は
城
に

一
番
近
い
町
人
の
町
で
、
商
売
を
す

◀仙台橋（大橋）
の擬宝珠　
仙台市博物館蔵

す
。
城
下
町
を
つ
く
っ
た
仙
台
藩
初

代
藩
主
・
伊
達
政
宗
は
、
芭
蕉
の

を
基
点
に
東
西
南
北
に
道
を
通
し
、

町
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
大
町
通
か
ら
仙
台
城
の
方

向
（
西
）
に
向
か
っ
て
戻
り
、「
大・

橋
」
を
渡
り
ま
す
。
大
橋
は
城
の
正

面
に
続
く
橋
で
す
。
城
に
続
く
橋
は

「
仙
台
橋
」
と
も
呼
ば
れ
、
橋
が
完

成
し
た
時
、
政
宗
は
仙
台
が
ず
っ
と

栄
え
る
よ
う
に
と
願
っ
た
漢
詩
を
刻き

ざ

ん
だ
擬ぎ

ぼ

し

宝
珠
（
橋
の
飾
り
）
を
つ
け

ま
し
た
。
橋
を
渡
り
、
大
き
な
敷
地

を
も
つ
武
士
の
屋
敷
の
間
を
進
み
、

二
階
門
の「
大・
手
門
」を
く
ぐ
り
ま
す
。

大
手
門
は
城
の
正
面
に
あ
り
、
ほ
か

の
門
よ
り
も
大
き
く
造
ら
れ
ま
し
た
。

大
手
門
か
ら
南
に
曲
が
っ
て
坂
を
上

る
と
城
の
本
丸
で
す
。
青
葉
山
に
あ

る
本
丸
か
ら
は
、
城
下
町
と
そ
の
先

の
海
ま
で
見
渡
せ
ま
す
。

  

本
丸
の
中
で
一
番
大
き
な
建
物
が

「
大・
広
間
」
で
、
約
２
１
５
坪
（
４
３

０
畳
分
）
も
あ
り
ま
し
た
。
壁
や
襖ふ

す
ま

に
は
、
動
物
や
植
物
の
絵
が
金
色
の

施
設
の
開
館
状
況
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
先
等

詳
し
く
は
25
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　仙台・宮城のミュージアム17館が集まり連携事業を行う「仙台・宮城ミュージア
ムアライアンス（SMMA）」。各館の学芸員などが、毎回のテーマをしりとりでつなげ
ながらお送りするエッセイです。
●SMMAホームページhttps://www.smma.jp/

おうち時間に親子でクッキング！
作り方せんだい レシピ帖

　ギョーザの皮を使い、手軽にでき
るミニピザです。ハムの代わりにウ
インナーの薄い輪切りなどを乗せて
も良いですね。ピーマンは縦の繊維
にそって切ると苦みが抑えられます。

材料（４個分）
ギョーザの皮…４枚
タマネギ  …１/８個
ピーマン  …１/２個
ハム　　　　…１枚
トマトケチャップ
　　　　…大さじ１
ピザ用チーズ    
　　　　…大さじ２

お手伝い
Point

※健康政策課Facebook「仙台伊達なキッチン―だてきち」ではア
レンジレシピも公開しています　問健康政策課☎214･3894

！

ギョーザの皮のピザ
1タマネギは縦半分の長さの薄切りにする。ピーマンとハ
   ムは縦１/３の長さの千切りにする
2ギョーザの皮をアルミホイルに並べ、トマトケチャップ
　を塗り、上に1とピザ用チーズを乗せる
3トースターで３分程度焼く（トースターによって焼き具
   合が異なるので、様子を見ながら焼き時間を加減する）

３歳以上のお子さんはトッピング作業ができます。
具の量が多すぎたり、重なりすぎたりしないように
焼く前に保護者の方が確認しましょう


